
3月は年度末の最終月でもあり、陸運局も
抹消を希望される方が集中するため、窓口が大変混雑いたします。

年度内の抹消をご希望の方は、抹消に必要な書類を必ず事前に
ご用意して頂き、ご依頼をお願い致します。

尚、誠に勝手ながら、当社の抹消期限を3月12日（金）入庫分迄
とさせて頂きます。お間違いのないよう宜しくお願い致します。

by  営業担当＆抹消担当

ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。
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部品代のお支払に、便利な口座振替をご利用されませんか？
毎月26日にご指定の口座より自動振替。申込みのご連絡や、お問い
合せは、経理担当もしくは地区担当営業まで。 経理担当＆営業課

～本社便り～
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3月23日。昨年の熊本の桜の開花日で
す。今年もおおよそその辺りで開花でしょ
うか。これを書いている時点であと1ヶ月。
我が家から見える公園の桜は、昨年秋に大
胆に枝を切り落とされ、今のところ、花の
咲く気配は微塵も感じられません。桜って
のは切ればまた強くなるんですか？今年も
無事に花が咲きますように・・・。 黒鶴
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今回のソロキャンプは、熊本県発令の緊急事態
宣言を受け、自宅の庭でデイキャンプ！！
・・・と思ったのですが、雨上がりで地面が湿り
過ぎていたために、急遽変更。家を建てる際に全
く重きを置かなかった猫の額より狭いベランダで
『べらキャン△』を強行しました。

住宅地でやるわけなので、元より焚き火はNG。
猫の額より狭い場所には、テントは勿論タープさ
え張れません。イスを置きテーブルを設置したら

それで居場所は完成です。やることはもう、飯を食って酒を飲んで、本
を読むか動画を見るかしかありません。はっきり言えば、そこまでして
やる必要ある？ってハナシです(笑)。でもやっちゃったんですねぇ(笑)。

巷のキャンプ場は冬期休業というところを除けば、大方、通常通り開い
ているようでしたが、念のために、今回はじーっとしておりました。あ、
じーっとはしてないか(笑)。活動を制限しておりました。2月末ごろから、
自然の中での活動を再開したいところです。 文・写真・キャンパー/黒鶴真哉

2月5日、県は緊急事態宣言を2週間延長！今号が出るころ、活動再開の行方は！？

◀ロゴスの成型炭エコココロゴスでぼっち焼肉。
しかし!肉よりサラダが多いという緊急事態!!

肉もソーセージもジュージュー焼ける。
エコココロゴス優秀です!!しかし狭い。▶

余った火力で湯を
沸かしました。
最近はこのケトル
で沸かした白湯を
よく飲んでいます。

▶

▲日も暮れ、わざわざオイルランタンにも火入れ。
冷え込む夜のお供は、ゆらぐ炎と日本酒とおでん。

◀何処で飲んでも
コーヒーは美味しい
ですが、外で飲む
コーヒーはまた格別。
ベランダでもね(笑)。

お世話になってます！！資源課の藤木です。
私はタイヤ&ホイールの生産、鉄ホイールとアルミホイールの資源回

収の業務を行っています。実はこの度、会社からアーム付きタイヤチェ
ンジャーを購入して頂きました！！

これにより、今まで外し難かった扁平率の低い
薄いタイヤが外し易くなり、18～22インチまで
のタイヤとホイールの生産が可能になりました。

当社はタイヤ&ホイールの販売にも力を入れて
いますので、この機会に是非、お問い合わせ下さ
い。お待ちしております！！

購入して頂いたアーム付きタイヤチェ
ンジャーですが、工場長に｢藤木君も若く
ないから、腰を痛めて休まれると困る！｣
とおっしゃって頂き、タイヤホイール
を持ち上げる機能をオプションで付けて
頂きました。キタグチはこんなにも優し
い会社なのです！！

これからますます、このタイヤチェンジャーを駆使し、タイヤ＆ホ
イールの生産の量と質を上げていきますので、宜しくお願いします！！

文・写真/藤木康雄

『マスター・オブ・タイヤ』

1月末～2月初旬にかけて本社事務所のレイアウトを変更しました！！
総務経理が1階から2階へ移動、1階はフロントのみとなり、オフィス

デスクやキャビネット、床のカーペットも新調し気持ちも新たに業務へ
取り組んでいます。因みに床のカーペットは、当社の社長が職人技で張
り上げてしまいました。見事過ぎて言葉がありませんΣ(ﾟДﾟ)ｽｹﾞｪ!!

以前は横並びの部分と、間が空き隣接していない席が有るような配置
でしたが、現在は対面型のレイアウトになっています。おかげで課内コ
ミュニケーションも取りやすくなり、連携に磨きが掛かっていますので、
さらに迅速にお問い合わせにも回答致します！！

お越しの際には、新レイアウトの事務所も是非一度ご覧下さい♪

旧レイアウト(ちょこっと前の!)

文・写真/益田翔平


